
人工衛星リモートセンシングによる作物診断
〇人工衛星（地球観測衛星）リモートセンシングにより広範囲の作物状態を効率的に把握できる

〇国際航業㈱がサービス提供する「天晴れ」では水稲（葉色、タンパク含有率、籾水分率）、小麦（タ
ンパク含有率、穂水分率）、大麦（穂水分率）、大豆（生育診断、収穫期診断）、牧草（雑草検
出、不良植生割合）の診断ができる ※数値ではなく、ヒートマップで示される

〇全農営農管理システムZ-GISでは、診断申し込み時の圃場データの作成、解析結果の表示、編集が
可能

Z-GISでリモートセンシング結果を読込み、営農情報と重ねて表示できる
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センシング結果

営農情報

診断の手順

①センシング対象圃場データの作成

②「天晴れ」の診断申し込み
（圃場データのアップロード）

③診断結果の返却
（結果データのダ
ウンロード）

④Z-GIS上で診断結果を表示

※診断料金の決済はZ-GISユー
ザーと国際航業㈱間で行いま
す。


